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引き渡し
予定時期価　　格面　　積位　置

平成２１年

５月

１１,８８１,８００円３１０.２３㎡（約９３坪）１９街区１０

５,１９５,１００円１３４.５９㎡（約４０坪）５７街区８

３,222,０００円８５.２４㎡（約２５坪）５8街区１２－１

平成２２年

３月

６,３０１,０００円１６１.９８㎡（約４９坪）２７街区１

１８,１８５,９００円４７４.８３㎡（約１４３坪）３６街区４

保留地５カ所を販売します

　
町
で
は
、
柳
沢
北
浜

地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
保
留
地
を
抽
選
に

よ
り
販
売
し
ま
す
。

◆
参
加
資
格
　
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
成
年
被
後
見
人
、

被
保
佐
人
、
被
補
助

人
、
破
産
者
で
復
権

を
得
な
い
人
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
方
法
　
町

地
域
整
備
課
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　
４
月
　
日
～
　
日

１０

２０

　
抽
選
会

◆
期
日
　
４
月
　
日
（
月
）

２７

◆
時
間
　
午
前
　
時
～
（
受
付
は
午

１０

前
９
時
半
～
９
時
　
分
）

５０

◆
会
場
　
役
場
３
階
大
ホ
ー
ル

※
抽
選
に
は
原
則
と
し
て
本
人
が
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
場

合
は
、
抽
選
の
執
行
前
に
委
任
状

の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
抽
選
保
証
金
　
１
万
円
（
抽
選
会

の
前
日
ま
で
に
納
付
）

※
保
留
地
の
位
置
図
は
町
地
域
整
備

課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
地
域

整
備
課
計
画
補
償
担
当
（
察
　－８２

３
１
１
１
内
線
２
５
５
）
へ
。

柳沢北浜地区土地区画整理事業 ◆保留地の概要

◆問い合わせ　町農業委員会事務局（察８２－３１１１内線

２３９）へどうぞ。

農業労賃標準額が改定されました
　平成２１年度の町農業労賃標準額が次のとおり決まりま

した。適用期間は４月１日から来年３月３１日までです。

雇う人も雇われる人も標準額を守りましょう。

◆人力の部

注　畑作業のパートは１時間当たり６５０円とする。

超過額

（１時間当たり）

標準額

（１日８時間）

金額

種別

８００円５,２００円水　田　作　業

８００円５,１００円畑　　作　　業

注１　標準額には、オペレーター賃金と燃料費が含まれる。

注２　湿田の耕起、刈り取り脱穀（コンバイン）は１,０００円増

しとする。

注３　田植え（田植機）は、植え付けのみとする。

注４　刈り取り結束（バインダー）の結束用縄代は、委託者負

担とする。

注５　牧草こん包（ロールベーラ）の基準は１㍍×１㍍とする。

注６　牧草ラッピングは、ラップフィルム代を含む。

注７　５㌃未満の代かきは、１割増しとする。

注８　もみの運搬費用は、１０㌃当たり１,０００円とする。

標準額単　位使用機械種　　　別

５,９００円１０㌃耕運機およびトラクター耕 起

水
　
田
　
作
　
業

６,７００円１０㌃〃代 か き

５０円１㍍く ろ ぬ り 機く ろ ぬ り

６,５００円１０㌃田 植 機田 植 え

７,３００円１０㌃バ イ ン ダ ー刈り取り結束

１５,０００円１０㌃以上

コ ン バ イ ン刈り取り脱穀 １６,０００円５㌃～９㌃

１７,０００円５㌃未満

７,４００円１０㌃乾 燥 機乾 燥

４,０００円１時間全 自 動 脱 穀 機脱 穀

５,０００円１０㌃特 に 設 定 な し転作田草刈り

５,８００円１０㌃耕運機およびトラクター全 般

畑
　
作
　
業

３,０００円１０㌃コーンプランター種 ま き

９,０００円１０㌃コーンハーベスター刈 り 取 り

１,５００円１個ロ ー ル ベ ー ラ牧草こん包

１,５００円１個ラッピングマシン牧草ラッピング

３,０００円１０㌃マニアスプレッターたい肥散布
共
通

◆機械の部

水田経営所得安定対策 加
入
手
続
き
は
６
月
　
日
ま
で

３０

　「水田経営所得安定

対策」をご存じですか。

この制度は、土地利用

型農業の体質強化を目

的に農林水産省が実施

しているもので、一定

の経営規模を有する認定農業者や集落営農

組織などが対象です。

　支援内容としては、生産コストのうち販

売収入で賄えない部分を補てんする「生産

条件不利補正対策」や当年度の販売収入が

標準的収入を下回った場合に減収額の９割

を補てんする「収入減少影響緩和対策」が

あり、対象品目は米、麦、大豆などです。

　加入手続きは６月３０日までとなってい

ますので、同制度の利用を希望する方は町

産業振興課へご相談ください。

◆問い合わせ　町産業振興課農業担当（察

８２－３１１１内線２３５）へどうぞ。


